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(Lower Inventory for Tomorrow-一以「では LIFTと略す)Jと称する大規
模な小麦生産調整政策であった。 LIFTの目原は， 1970年度の小麦作利面積を
心 力ナ〆の農巣地帯区分とそ山中 CCJ平原諸州の位置については，拙稿，現代カゾダ農業の構造
と農民層分解 Census of Canada， Agricultureを中心に ， I経済論叢」第129巻第1田2
号， 1982年 1，2月， 70~71ページを参照。
2) 農場数，耕地面積ほ 1976Censu!i of C同ada，Agriculture (以下 Census と略す)， 生産は
Agricult町 eCanada， Selected Agricultural Statistic$ for Canada釦78(以下 Selectedと略
す〉による。なお生産に内める比率は， 1974，.，76年平均の農産物服売額によって揮出した。























発生と在庫減少計画一一， 1困際農政勤向J第3巻第1号， lY70年6月， 須田勇拍， カナダの小
麦19割減反」を見て， I農政調査時制第186号， 1970年11月， NHK海外取材班「転換期の世
界農業J，1971年8月!右関良司，最近におけるカナダ農業の動向一一「食糧危機」前後におけ
る小麦牛津の対応を中心として ， I農業強合研究」摺32巻第1号， 1978年1月，があるの
























4) Missiaen and CoHing， CANAD.t1.; G1"owth Potential 01 Grain and L叩 estockSectors， 
J lne 1972. p. 5. 
5) Selected.， p.103 
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7) Federal Task Force on Agriculture， Canadiaη Agriculture in the Seventies， Dec. 1969， 
p.87 
8) Ibid.， p.87 




























LIFT ι陣， 単位割当は廃止された (FederalTask Force on Agriculture. op. cit.， pp. 134 
-136， OECD. Supply口'ontrol帥 Agriculture，1973， pp.95--98). 


















































ある大手の農機具メ}カー ，マッシ ファ ガソンは2，000人の労働者を一時解雇にした。現金
がないばかり Cはない。信用貸しをする者もなく/ょっ C物々 究換が行われCいる。サλカナヲン
大学では，農家の子弟が授業料。4分の 3を現物白小麦で納入することを認めた。J(Newsweek， 
Jan.1970. NHK海外取材班 i転換期の世界農業J42へー ジより引用)。
16) 鶴見前掲論文5-6ベー ジ。
カナダにおける小麦生産調整と農業構造の変化 (329) 7 
されたのが，連邦政府の諮問機関・農業問題特別調査委員会 CFederalTask 




















その具体策として「転作計画 (TransitionPo1icy) Jを提案している。 1転作言l




要求しているの己ある。J(Mitchel， op. cit.， pp. 150~151)o 
18) Fedeml Task Force on Agriculture， ot. cit. p. 10 
78 (3回〉 第130巻第5.6号
画」の内容は，一定の奨励金を支払うことで小麦および大麦作付地り牧草地へ






l 転作計画 (TransitionPolicy)--， ，--一一小麦在庫減少計画 (LIFT)一一「
① 小麦・大麦の作付面積を牧草地に ICD 1970年のみの計画である。
転換すれば転作1エーカー当り初年① 小麦作付面積を夏季休閑地にすれ


















(Grassland Incentive Program) 
① 1971-72竿の2年間実施する。
② 耕地を穀物から多年住牧草地に転





出所) G叩adianAgriculture in the Se開 ηties，pp. 123.，131 
Canadian Farm EC(}71omic3 (Apr. 1970)， p.33 
Supply白ntrolon AgriculuTe， p.164 
同報告はさらに r転作計画」突施によって余剰小麦を削減した後は，世界
市場の変化に柔軟に対応できる価格決定などの長期的ガイドラインを設定する
19) Ibげd.，pp. 123--131 






















麦 2，978 1，975 ム 1，003
燕 麦 620 480 ム 140
大 麦 687 950 263 
ヲ イ 表 58 70 12 
混合穀物 67 100 33 
とうもろこし 2 25 23 
亜 麻 仁 203 150 ム 53 
な 主ヒ ね 139 550 411 
牧 草 519 852 336 
放 牧 地 499 718 219 
飼料用コーン 5 8 3 
5，776 102 
夏季休関 2，522 2，500 ム 22 
合 79 




































21) H. E. B四 nson，句口'o1ltinentalumalld Canadian AgricultureへもnU. Teeple (ed)， Capiノ











麦 2，440 1，200 ム 1，240 ム 51
燕 麦 543 526 ム 17 ム 3 
大 麦 880 930 50 6 
ラ イ 麦 78 77 ム 1 ム l 
混合穀物 71 88 17 24 
亜 麻 仁 232 330 98 42 
な た ね 201 4口5 204 101 
牧 草1 510 616 106 21 
夏季休閑 2，880 3，690 810 28 
合 計| 7，835 7，861 26 。
出所) Agricu1ture Canada，selected Agricultural Statistics for Canada (以下 Selected..






























22) O. Sabatini， Canada's Ex.企ortMarket Deψelopment for Agricultural Products， USDA 
May 1975， p.3 同告の著者は1960年代末白小麦抽出醐少に対してカナダ政府がとった政策を，
「小麦から大麦・ナタネへの作物多様化計国 (prog阻mof crop di ve四五cation)Jと特徴づけ
ている。この点については，石関前掲論文134ベー シおよび140-141ペー ジを事照。
23) Agriculture Canada. Orientation 01 Canadian Agriculture-A Task Force Report， Vol 
1 p. 28. 
24) lbid.， p. 28. 






作付面積(万エーカー〉 増減〈万エー カー 〕 増減率〈パーセント〉
1蜘 I1970 I 197 6ト 70I 66~76 66~70 66~76 
麦 2，917 1，200 2，710 ム1，717 ム 207 ム 59 A 7 
燕 表 542 526 465 ム 16 ヰ斗 77 ム 3 ム 14
大 麦 701 930 1，010 229 309 33 44 
油料種子 341 735 255 394 ム 86 116 ム 25
牧 草 525 616 740 91 215 17 
その他 168 192 126 24 ム 42 14 ム 25
5，306 
1ペム 19i 2 
夏季休閑 2，522 2，660 1，168 138 I 46 6 
合計 7，716 7，869 173 3 









25) 以下で使用する資料は主として.Selected Agricultural Statistics for Canada，および Cen'


























生産 (100万ブッシェル〉 1966~76 
1蜘 I1970 I 1976 年率の〈増%減〉
麦 807 313 836 +4 
燕 麦 254 277 257 +1 
大 麦 278 382 455 +64 
泊料種子 48 120 47 -2 
牧 草 90 112 122 +36 
肉 牛 235 241 330 +40 I 
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農 場 数 増 減
1966 19干1 1976 '66~'71 I '71"，'7~ I '66~'76 
'J 麦 711 331 597 ム 380 266 ム 114
小穀物 243 303 341 60 38 98 
そD他畑作 13 13 8 o ム 5 ム 5 
果実・野菜 1 1 I 。 。 。
肉 畜 325 516 349 191 ム 167 24 
酪 農 39 48 41 9 ム 7 2 
家 禽 11 11 7 。A 4 ム 4 
種々のも。 7 7 11 。 4 4 
混 合 113 117 98 4 ム 19 15 
合 山|ム 115 I 106 Iム 9 
出所) Cens山 of白畑中J Af!ricultu河， (以下 Census と略〉









































カナ〆における小麦生産調整と農業構造の変化 く339) 87 
第6表平原諸州における経営面積別農場数の推移(単位 100農場)
E， 
農 場 数 増 減
経営面積 196~1 1971 1 1976 66~71 71~76 66~76 
2，日80エーカー以上 30 37 43 7 6 13 
2，240~2，879エーカー 21 26 31 5 5 10 
1 ，600~2，239 61 73 82 12 9 21 
1，120"'1，599 145 160 171 15 11 26 
760..，1，119 281 282 273 1 ム 9 ム 8 
560~759 284 258 226 ム 26 ム 32 ム 58
400~559 326 270 222 ム 56 ム 48 ム 104
240，...399 428 328 264 6. 100 ム 64 ム 164
240エーカー未満 373 313 256 ム 60 ム 57 ム 117

















的である CMitch~l， op. cit.， p.15)n 






2，880ヱ カー以上 9 2 14 2 27 5 
2，240~2，879エーカー 10 2 7 1 21 6 
1 ，600~2，239 34 7 15 3 60 23 
1 ，120~1 ，599 85 19 28 9 141 51 
760~1 ，119 153 44 50 22 268 80 
560~759 138 45 49 27 260 64 
400"，559 131 51 58 37 276 53 
240~399 125 54 67 48 2犯 41 
240ニーカー未満 26 18 37 36 118 8 





2，880エーカー以上 ム 44 50 57 o 23 160 
え240~2，879エーカー ム 40 150 86 100 24 133 
1，600"，2，239 ム 32 100 100 67 20 83 
1，120"'1，599 tミ40 89 100 67 12 69 
760~1，119 6， 48 52 88 41 1 59 
560~759 ム 54 33 69 19 ム 8 48 
400~559 ム 60 8 45 3 ム 17 51 
240~399 ム 67 ム 7 24 ム 10 ム 26 117 
240エーカー未満 ム 69 ム 22 38 ム 14 6， 13 538 






カナダにおける小麦生産調整と農業構造の変化 (341) 89 
面積別・類型別農場数 . 
小穀物|肉畜|その他|合計小麦|小股物|肉畜|そ中他|合計
3 22 2 33 13 5 19 3 40 
5 13 2 26 14 5 9 1 31 
14 30 5 72 42 16 20 4 81 
36 56 15 158 86 37 35 11 169 
67 94 31 272 127 66 54 22 268 I 
60 83 32 238 95 57 44 23 219 
55 84 38 230 80 56 48 27 211 
50 83 43 216 89 60 55 35 239 




67 f'. 14 50 21 44 150 36 50 48 。^ 31 s 50 19 40 150 29 o 48 
14 ム 33 s 20 13 24 129 33 33 35 
8 ム 37 ム27 7 l 95 25 22 20 
八 l ^ 43 s 29 s 1 ム 17 50 8 。 O 
ム 5 ム 47 ム28 s 8 ム 31 27 f'. 10 ム 15 ム 16
2 ム 43 s 29 ム 8 f'. 39 10 ム 17 ム27 ム24
20 ^ 34 s 19 11 f'. 29 11 ム 18 ム 27 s 18 
179 25 35 89 96 117 73 17 65 
叫ム 321ム161 81 ム 161 71 ム 91 s 1 
次に1971~761fの期間には，小麦農場は全階層で増えているが， とくに上層




1976 1示11976 1両7岡市i司 19石川山J1966  19 
???
? ??。?
16.8 12.7 89 9.9 5.1 101 36 9.9 5.3 268 155 2，880エーカー以上
5.6 4.0 51 28 4.8 2.9 49 20 6.2 3.7 167 108 2，240~2，879エーカー
10.3 8.0 94 56 10.0 6.8 102 48 13.2 9.3 358 270 1 ，600~2，239 
15.2 12.9 139 90 16.5 13.1 169 92 20.0 17.2 540 502 1.120，..1，599 
18.4 18.2 168 127 21.3 20.3 218 142 21.5 23.0 582 670 760~1， 119 
11.4 13.9 104 97 14.2 16.5 145 116 12.5 16.0 337 467 560~759 
9.2 12.9 84 90 11.1 15.4 114 108 8.2 12.5 223 364 400~559 
7.9 11.9 72 83 8.8 14.6 90 102 6.4 10.2 172 297 240....39 
5.3 
?士一竺到 100土|
5.7 48 40 3.5 ?
?????











































第 9表 1農場あたり版売額〈サスカチュワン州) (単位 100ドル〉
経営面積 1965 1970 l増減率(第〉
2，880エーカーυ」と 292 379 +30 
2.240.，2，879ェカー 230 258 +12 
1 ，600~2，239 187 191 +2 
1，120"'1，599 146 142 -3 
760，.1.119 109 105 4 
560~759 82 76 一7
400~559 64 57 -11 
240~399 42 41 -2 
240エーカー未満 28 37 +34 
合 言十 85 92 +8 
出所) Ce問 "3
注) LIFT奨励金を古む。



















で5.23ドノレ，大規模農場で4.16ドルであった加。したがって 1=-ー カー 6ドノレ
の休耕奨励金から上記の費用を差しヲ|くと中規模農場で 1ェーカー当り0.77ド
ノレ，大規模農場で1.84ドノレしか手もとに残らない計算になる Q これでは 1エー















29) E. Graholm，“Costs and Returns 0η Wheat Farms， Central Saskatchewan，" Canadian 
Farm Economics， Vol. 1. No. 5， Dec. 1969， pp. 18-23 ここでの「中規模農場」は 22戸で平





94 (346) 第 130巻第5・6号
な事態にまで立ち至ったのである。
第2に，この事態に対Cて連邦政府は LIFTという名の大規模な生産調整
政策を強行することで，膨大な小麦在庫の一掃を目ざすとともに，それを契機
にして小麦中心から飼料作物・油料種子・沓産の奨励へとし、う平原諸州の農業
生産構造の転換をはかる第1歩としようとした。
第3に. 1966年以降の10年間に，平原諸州の農業生産構造は小麦の相対的低
下と飼料作物・畜産の伸びという形で変化している。と同時に大規模な小麦生
産調整の強行に上って，下層農場の没落・離農が促され，全体として農民層分
解が進展した。
以上のように，世界穀物市場の変動と LIFTの実施によって，カナダ平原
諸j刊の農業構造は急速に変貌をとげて現在に至るのである。
(1982年6月17日〕
